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■研究テーマ 

① LED 完全制御型植物工場に関する研究 

 LED 完全制御型植物工場は，光合成や花芽形成など，植物

の生育に必要な波長の光だけを照射することができ，太陽光利

用型植物工場に比べて，栽培期間を短くすることができる，植

物の生育が良好であるなどの利点を有しています。また，LED

照射によってビタミンなどの機能性成分が高濃度に蓄積する

ことが知られており，薬効成分を高濃度に含む薬用植物の生産

などに寄与できます。しかし，多額の初期設備投資や照明や温

調のための電気代などの運転経費がかさむことが弱点です。当

研究室では初期投資が安価なシステムの開発や省エネルギー

型の照明装置の開発，栄養源の適切な計測・管理法の開発など

を行っています。 

 

② 照明，色覚に関する研究 

照明光のスペクトル分布の違い

により，その照明下の物体の色の見

えは変化します。照明の設計や照明

を用いたディスプレイの設計では，

どのような照明がよい照明といえ

るのかの判断基準が必要とされま

す。ここでは，照明光のスペクトル

を任意に設定できるよう，マルチス

ペクトルカメラで物体の分光反射

率を測定し，コンピュータのディス

プレイ上にその照明下での色の見

えを再現できる装置を開発し，照明

の良し悪しを心理実験により評価

を行う実験を行います。そのデータ

に基づいて照明の新しい評価方法

を提案します。 

 

水耕栽培実験 

 

植物育成用 LED 照明装置 

照明シミュレータによる演色性の評価法 

植物育成用蛍光灯 照明用蛍光灯（昼光色） 

異なる照明による色の見えの違い 
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また，色覚異常の診断には照明環境の影響を受けやすい石原式検査表が広く用いられて

いる。本研究室では，脳波を計測することで他覚的に色覚異常を診断するシステムの開発

を行っています。 

③ バイオエネルギー生産に関する研究 

 エネルギーのほとんどを有限な化石燃料に頼っている現在，燃焼産物である二酸化炭素に

よる地球温暖化やそれに伴う環境，気象等の多く

の問題が人間も含めた地球生物の存在を危うく

させています。このような中，環境に優しい再生

可能なエネルギーを永続的に確保することが不

可欠とされ，太陽光，風力，水力などさまざまな

エネルギー源が研究開発されています。その一つ

に太陽光エネルギーを利用して生物が作り出し

た炭水化物や油脂などを原料としたバイオマス

エネルギーの生産があります。 

 当研究室では，植物油や廃食用油からのバイオ

ディーゼル燃料（BDF）生産の反応条件の最適化

や経済評価，副産物の有効利用，BDF の品質測

定法や管理法の開発，BDF の燃料としての適性

を求めた改質などの研究を行っています。 

④ 血中アミノ酸濃度を指標とする病態計測装置の開発 

 臨床医療や予防医療の分野において、検体の分析を「そ

の場」において行うことは疾患の早期発見や疾病の病態

管理に非常に有効であり、また必要とされている技術で

す。本研究では 20種類のアミノ酸濃度を網羅的に、かつ

迅速・簡便に計測可能なアミノ酸分析用チップ、および

センサー素子の開発を目的として研究を行っています。

本研究が実現することで疾患の早期発見や病態の管理に

有用となり、患者のみならず健常な人の食や医療に対す

る安心・安全を実現、向上させることが可能になると考 

えられます。 

⑤ 金属タンパク質の機能のメカニズムに関する研

究 

 金属タンパク質は、光合成での水から酸素の生成など、

高温高圧といった極限下でしかできない化学反応を、副

生成物を出すことなく温和な条件で反応を高効率に進

めることができます。さらに立体特異性・選択性も高く、

水中で反応するなど、まさに環境に優しい触媒としては

たらきます。金属タンパク質がどのようにして優れた機

能を発揮しているか、その原理をコンピュータシミュレ

ーションにより明らかにする研究を進めています。また

得られた知見を利用した機能性分子（薬剤分子や人工タ

出典：INE OASA Web サイト 

（http://www.e-jyan.jp/system.html） 
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ンパク質）の設計も進めております。 

⑥ in silico分子設計に向けた手法開発 

 計算シミュレーションは、新規分子の製法ルートの開発において実験と相補的な方法と

して用いられるようになってきました。反応が進行する過程を視覚的に理解できると同時

に、近年では候補となる分子に対し

て予め計算を用いてスクリーニング

を実施し、合成に取り掛かるという

研究例も増えています。化学薬品や

医薬品の合成では、非常に反応性の

高い不安定なラジカル中間体を経る

反応が多く見られます。そこで、ラ

ジカル種が関与する系に対しても精

度良く、かつ簡便に計算できる手法

の開発を進めております。 

 

■研究テーマの応用例 

① LED 完全制御型植物工場に関する研究 

 当研究室で製作した植物育成用 LED 照明について，多くの技術相談が寄せられています。

応用分野としては，植物工場以外にも，LED照明の医療分野への応用が期待されています。 

 

② 照明，色覚に関する研究 

白色 LED などの新しい照明装置の設計，照明ディスプレイなどのコーディネーション，イ

ンテリアデザインなどへの応用が期待されています。また，色覚に関する様々な症状の計測へ

の応用も期待されます。 

 

③ バイオエネルギー生産に関する研究 

反応方式や反応条件の最適化，経済評価，副産物の有効利用，バイオディーゼル燃料（BDF）

の品質測定法や管理法などについての蓄積された情報の提供や共同研究も可能です。 

 

④ 血中アミノ酸濃度を指標とする病態計測装置の開発 

家庭や病院などで手軽に病気の診断をしたり、食品の鮮度や味の計測ができる測定器などへ

の応用が可能です。 

 

⑤ 金属タンパク質の機能のメカニズムに関する研究 

薬剤分子等の非天然の分子に特異的な人工酵素を設計することで、医薬品合成での光学分

割・保護基由来の大量の廃棄物を減らすことが期待できます。 

 

⑥ in silico 分子設計に向けた手法開発 

化学薬品、医薬品合成における候補分子を予め絞ることがきるので、試薬にかかるコスト及

び大量の廃棄物の削減が期待できます。 
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